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追悼
千葉大学名誉教授松村議博士には昭和 48年 6月9日，
満 87才をもって逝去された。
松村博士は明治 19年 5月岡山県に生まれた。第一高
等学校を経て大正 5年東京帝国大学医科大学医学科を卒
業，直ちに同大学衛生学教室に入室，大正 6年助手に任
官，緒方正規教授の下で細菌学，血清学を専攻された。
大正 8年千葉医学専門学校教授，翌年より 2年間欧米
に留学，ウィーン大学においてコロイド化学を勉強され
た。大正 12年千葉医専の昇格とともに千葉医科大学教
授に就任，衛生学講座主任となり，しばらくは細菌学講
座をも担当された。以来昭和 14年興E院文化部長とし
て転出されるまで，専ら研究教育に従事された。その
問，学生監，教務課長などを歴任しその特有の人となり
が学生の人気を集めた。
松村教授が衛生細菌学を提さげて登場した大正から昭
和初期は脚気病が全国に蔓延しており結核と共に国民病
のーっとして，その原因究明に多数の医学者の努力が集
中されていた。松村教授はビタミン欠乏と腸内細菌の変
動に関する研究において，実験的白米病鳩ならびに脚気
患者糞便中に服糖分解性大腸菌が圧倒的に多数分離され
ること，さらに白米飼育鳩にこの大腸菌を投与すること
により白米病の発症が促進されることから， 1出l気病はビ
タミン不足の環境下で腸内に際糖分解性大腸菌が選択的
に増殖するために発生する中毒症であろうと推定し，昭
和2年，胸l気病原説を発表した。脚気病は当時東南アジ
ア地方にも広く流行的に発生していたので，昭和 3年，
この地域の疫学調査がなされ，シンガポーノレにおいて松
村博士が分離したいわゆる脚気菌の強毒株はまことに病
原菌のそれを思わせる性質があった。!出l気菌論争の中
で，人体実験をもって結着をつけようとした反対論者に
対し，医学研究における人体実験を基本的に否定する立
場・から，自ら学問上の不利をかえりみず，これを拒否し
たことは今日の医学研究者にとっても一つの規範を示し
たものであった。
その後，衛生学教室においては氏の指導下で，谷川久
治教授らにより大腸菌属に関する系統的な研究が進めら
れたが，大腸菌の研究は必然的に腸内微生物の生態学的
検索に発展し，柳沢利喜雄教授らは嫌気性腸内細菌の分
野に多くの新知見を加えた。
腸内細菌の生態学的研究はこれも必然性をもって非病
原細菌の領域に踏みこむものであって，食品，土壌，水
域などの微生物の研究に拡大されてゆき，これが食品微
生物に結集して魔敗研究所の設立構想が松村教授の頭の
中にはぐくまれていった。
しかし第二次世界大戦の進行は民をして研究室に埋没
することを許さなかった。東洋文化とくに儒教，仏教に
深いかかわりあいをもった自然科学者に一つの道が選択
され，民は日支文化交流に献身することとなり，昭和18
年末に大学を去られた。氏の学問の伝統は谷川，柳沢，
相磯らによって引継がれたとはいえ，それはすでに松村
の学問そのものではなくなっていったことは止むを得な
い事態であろう。しかし伝統とは学問において指導原理
(民が好んで使った言葉)である，という意味で深く後
進に引継がれている。
松村教授とその一門は本千葉医学会の会員であり，数
多くの論文を発表してきた。昭和 26年には本会名誉会
員となった。これより先，昭和 21年に千葉医科大学名
誉教授， 26年，千葉大学名誉教授， 25年，日本衛生学会
名誉会員， 28年 5月には，第 23回日本衛生学会総会の
名誉会長となった。
現役を退ぞかれたのちは悠々自適の生活を送られなが
ら，さらに後進の育成に精神的支えとなっていたのであ
ったが，今この先達を失ったことは千葉大にとって大き
な損失である。ここに本学会を代表して深く哀悼の意を
表する。 千葉大学学長相磯来日嘉
